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埼玉県の給与・定員管理等について（令和５年度） 

 

 

１ 総括 

 

 (1) 人件費の状況（令和４年度普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 

（令和5年1月1日） 

歳 出 額 

Ａ 

実質収支 

 

人 件 費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ/Ａ 

(参考) 

３年度の人件費率 

令和４年度 

人 

7,381,035 

千円

2,237,199,908 

千円 

41,009,619 

千円 

555,323,488 

％ 

24.8 

 

％ 

21.9 

 

 

 (2) 職員給与費の状況（令和４年度普通会計決算） 

 

区 分 

 

職員数 

Ａ 

給     与     費       

 

 

 

 

(参考) 

一人当たり給与費 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

都 道 府 県 平 均 

一人当たり給与費 
給  料 職員手当 期末･勤勉手当 

計 

Ｂ 

令和４年度 

    人 

61,133 

    千円 

251,016,853 

    千円 

62,042,696 

    千円 

102,959,096 

    千円 

416,018,645 

千円 

6,805 

千円 

6,819 

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。 

２ 職員数については、令和4年4月1日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間勤

務）及び会計年度任用職員は含みません。 

３ 給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）の給与費が含まれておりますが、

会計年度任用職員の給与費は含まれていません。 

 

(3) ラスパイレス指数の状況 

（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数

（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を

100として計算した指数です。 

   ２ （）書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数を指します。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地

域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用い

て補正したラスパイレス指数です。 

（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）／（１＋国の指定基準に基づく地域手当支

給率）により算出。） 

※ 令和５年４月１日のラスパイレス指数が、①３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇

している場合、③100 を超えている場合について、その理由及び改善の見込み 
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【理由】 

 ③令和２年度において、人事委員会勧告に基づいた給料及び地域手当の配分見直しを行い、地域手当が下

がり給料月額が上がった影響で、数値が上昇した。 

【改善の見込み】 

 今後とも人事委員会勧告を尊重しながら、適正な給与水準としていく。 

 

 (4) 給与改定の状況 

    ①月例給 

 

区 分 

 

人事委員会の勧告  

給与改定率 

 

 

 

 

(参考) 

国の改定率 

 

民間給与 

Ａ 

公務員給与 

Ｂ 

較差 

Ａ－Ｂ 

勧告 

（改定率） 

令和５年度 
円 

381,268 

円 

377,720 

円 

3,548(0.94％) 

％ 

0.94 

％ 

0.94 

 

 

％ 

1.1 

（注）「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告において公民の４月分の給与額を 

ラスパイレス比較した平均給与月額です。 

 

    ②特別給（期末・勤勉手当） 

 

区 分 

 

人事委員会の勧告 
年間支給 

月  数 

 

 

 

(参考) 

国の年間 

支給月数 

民間の支給 

割合  Ａ 

公務員の支給 

月数   Ｂ 

較差 

Ａ－Ｂ 

勧告 

（改定月数） 

令和５年度 
月 

4.49 

月 

4.40 

月 

0.09 

月 

0.10 

月 

4.50 

 

 

月 

4.50 

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、 

「公務員の支給月数」は期末手当及び勤勉手当の年間支給月数です。 

 

 (5) 給与制度の総合的見直しの実施状況について 

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び 

    地域手当の支給割合の見直し等に取り組むとされている。 

 

①給料表の見直し 

実施内容 

（給料表の改定の実施時期） 

 平成27年4月1日 

（内 容） 

一般行政職の給料表について、国に準じて平均2.5％引き下げました（国は平均2％の引下げ）。ただし、

平成30年3月までの間、段階的な緩和措置（国は現給保障）を実施しました。 

他の給料表については、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施しました。 

（参 考） 

 
給料表 

（俸給表） 

の改定率 

平成30年3月までの緩和措置 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 

埼玉県 △２．５％ 
平成27年3月31日の 

給料月額を支給 

平成27年3月31日の 

給料月額との差額の 

２／３を支給 

平成27年3月31日の 

給料月額との差額の 

１／３を支給 

国 △２．０％ 
平成27年3月31日の 

俸給月額を支給 
同左 同左 
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  ②地域手当の見直し 

実施内容 

（地域手当の改定の実施時期）平成27年4月1日 

（内 容） 

 
平成26年度

の支給割合 

平成27年度

の支給割合 

平成28年度

の支給割合 

平成29年度の支給割合 見直し後の支給割合 

4.1時点 遡及改定後 (H30.4.1～) (R2.4.1～) 

国基準による

支給割合 
８．１％ ９．６％ １０．４％ １０．３％ １０．３％ １０．３％ １０．３ 

埼玉県の 

支給割合 
７．０％ ８．３％ ９．３％ ９．７％ ９．８％ １０．０％  ８．３％ 

 

 

③その他の見直し内容 

管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施しました。 

（平成27年4月1日実施） 
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

 

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和5年4月1日現在） 

  ①一般行政職 

  

 

 

 

 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 
(国比較ベース) 

埼玉県   41.8 歳 317,507 円 410,989 円 365,421 円 

国 42.4 歳 322,487 円 ― 404,015 円 

都道府県平均 42.5 歳 319,151 円 407,064 円  360,813 円  

 

  ②技能労務職 

民間データとして使用している賃金構造基本統計調査の内容は、本県の技能職員と雇用形態等の諸条件が大きく

異なることから、給与を単純に比較することはできません。 

 

区 分 

公 務 員 民   間 参考 

平均 

年齢 

平均 
経験 
年数 

職員数 
平均給料 

月  額 

平均給与 
月  額 
（Ａ） 

平均給与 
月  額 
（国比較ベース） 

対応する 
民 間 の 
類似職種 

平均 

年齢 
平均経験年数 

平均給与  
月  額  
（Ｂ） 

Ａ/Ｂ 

埼玉県 55.9歳 36.1年 153人 332,633円 386,940円 369,843円 － － － － － 

 
うち用務員 58.4歳 38.4年 71人 340,988円 388,144円 378,759円 用務員 49.1歳 

9.5年 
本県職員の約4.0分の1 

241,700円 1.61 

うち学校給食員 58.8歳 38.9年 5人 335,407円 377,754円 366,545円 調理士 44.8歳 
9.3年 

本県職員の約4.2分の1 
269,300円 1.40 

うち研究補助職 49.6歳 30.1年 39人 309,682円 370,417円 348,470円 － － － － － 

うち自動車運転職 56.8歳 36.1年 15人 343,953円 425,155円 384,024円 
自家用乗用 
自動車運転者 

58.6歳 
7.6年 

本県職員の約4.8分の1 
238,500円 1.78 

うち動物指導職 － － 1人 － － － － － － － － 

うちその他 57.8歳 38.7年 22人 336,366円 386,378円 368,409円 － － － － － 

国 51.2歳 － 1,941人 286,942円 － 329,178円 － － － － － 

都道府県平均 54.0歳 － 157人 309,751円 363,470円 340,288円 － － － － － 

 

区 分 

参 考 

年収ベース（試算値）の比較 

公務員 
（Ｃ） 

民 間 
（Ｄ） 

Ｃ/Ｄ 

埼玉県 － － － 

 
 
うち用務員 6,392,696 円   3,253,900 円 1.96 

うち学校給食員 6,111,836 円   3,577,300 円 1.71 

うち研究補助職 6,026,399 円   － － 

うち自動車運転職 6,753,920 円 3,180,100 円 2.12 

うち動物指導職 － － － 

うちその他 6,363,124 円  － － 
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※ 民間データの対象労働者は、年齢に比べると総じて経験年数が短くなっています。これは、本県技能職員のデ

ータとは異なり、正規社員の他に、期限付きの労働者（アルバイト、嘱託社員、契約社員等）、定年後の再就職

者などが多く混在していることによります。 

 一方、公務員データのうち、埼玉県の対象職員は、いわゆる正規の常勤職員のみです。臨時・非常勤職員及び

定年後の再雇用者（短時間勤務）は含みません。 

 このように、比較している民間データと公務員データは、雇用形態、業務内容、年齢、経験年数等の点におい

て大きく異なることから、給与を単純に比較することはできません。 

 

※ 民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。 

 （令和２～令和４年の３か年平均） 

※ 年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員

においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値で

す。 

※ 区分のうち、研究補助職とは、牛などの飼育、野菜などの育種、ほ場整備等の試験研究補助業務を行う職員、動物

指導職とは、狂犬病予防法に基づく野犬の捕獲収容等の業務を行う職員です。 

 

【技能労務職員の給与の見直しについて】 

技能労務職員の給与については、生計費、国及び地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者の給与等を考慮

し定めることとされていることを踏まえ、住民の理解と納得が得られるよう適正な給与制度・運用としていくた

め、見直し行ってきました。 

（給料表の見直し時期） 

平成30年4月1日 

（内  容） 

国の行政職俸給表（二）と同様の給料表を適用しました。 

（参  考） 

行政職俸給表（二）とは、国の技能労務職員に適用される給料表で、国の第三者機関である人事院の勧告に

基づき定められています。（地方公共団体の技能職員の給与は、法令の規定により人事委員会勧告の対象とは

なっていません。） 

 

 

  ③高等（特別支援・専修・各種）学校教育職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

埼玉県     42.7 歳 359,575 円 426,491 円 

都道府県平均 44.8 歳  369,044 円 430,934 円 

 

  ④小・中学校教育職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

埼玉県 39.6 歳 346,584 円 408,405 円 

都道府県平均 41.8 歳 353,669 円 409,129 円 

 

  ⑤警察職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

(国比較ベース) 

埼玉県 38.3 歳 337,130 円 484,044 円 384,911 円 

国 41.6 歳 323,004 円 ― 382,749 円 

都道府県平均 38.9 歳 328,653 円 472,237 円 378,067 円 
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（注）１ 「平均給料月額」とは、令和5年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。 

２ 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの

すべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。 

また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等

を除いたもの）で算出しています。  

 

(2) 職員の初任給の状況（令和5年4月1日現在） 

区    分 埼玉県 国 

一 般 行 政 職 

大 学 卒 194,711 円 

総合職   189,700 円 

一般職   185,200 円  

高 校 卒 161,396 円 154,600 円 

技 能 労 務 職 

高 校 卒 164,037 円 － 

中 学 卒 148,039 円 － 

高 等 学 校 教 育 職 

大 学 卒 217,565 円 － 

高 校 卒 173,178 円 － 

小 ・ 中 学 校 教 育 職 大 学 卒 217,565 円 － 

警 察 職 

大 学 卒 225,690 円 

総合職   223,100 円  

一般職   214,900 円  

高 校 卒 198,165 円 178,000 円 

 

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和5年4月1日現在） 

区    分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年 

一 般 行 政 職 

大 学 卒 276,527 円 364,710 円 384,820 円 399,938 円 

高 校 卒 235,130 円 308,674 円 350,318 円 371,474 円 

技 能 労 務 職 

高 校 卒 － － － － 

中 学 卒 － － － － 

高 等 学 校 教 育 職 

大 学 卒 314,554 円 390,662 円 415,644 円 424,685 円 

高 校 卒 － － 315,344 円 364,820 円 

小 ・ 中 学 校 教 育 職 

大 学 卒 314,186 円 391,454 円 410,860 円 420,347 円 

高 校 卒 － － － － 

警  察  職 

大 学 卒 294,600 円 391,050 円 411,473 円 423,959 円 

高 校 卒 268,604 円 354,348 円 393,195 円 411,630 円 
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３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

 (1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和5年4月1日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職 員 数 構 成 比 
１ 号 給 の 

給 料 月 額 

最高号給の 

給 料 月 額 

１級 主事・技師 1,064 人 11.4％ 152,458 円 251,489 円 

２級 主事・技師 1,572 人 16.8％ 201,618 円 308,978 円 

３級 主査・主任 2,246 人 24.1％ 238,082 円 355,498 円 

４級 主査 2,246 人 24.1％ 270,178 円 386,985 円 

５級 主幹 985 人 10.6％ 295,266 円 399,174 円 

６級 副課長・主幹 768 人 8.2％ 324,214 円 416,644 円 

７級 課長 331 人 3.6％ 368,601 円 451,889 円 

８級 副部長 72 人 0.8％ 414,511 円 475,961 円 

９級 部局長 18 人 0.2％ 465,601 円 535,787 円 

10級 本庁部長 17 人 0.2％ 529,895 円 568,289 円 

  （注）１ 埼玉県の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

 

 

 

 

 

１級 11.4 １級 11.6 １級 9.7 

２級 16.8 ２級 17.2 
２級 16.2 

３級 24.1 ３級 22.7 

３級 16.7 

４級 24.1 ４級 24.7 

４級 28.8 

５級 10.6 ５級 10.5 
５級 13.7 

６級 8.2 ６級 8.6 ６級 9.9 

７級 3.6 ７級 3.5 ７級 3.7 ８級 0.8 ８級 0.8 ８級 0.9 ９級 0.2 ９級 0.2 ９級 0.2 
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和5年4月1日現在） 

 

(3) 昇給への人事評価の活用状況（埼玉県） 

令和5年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ． 人事評価を活用している ○ ○ 

 

活用している昇給区分 
昇給可能な 

区分 

昇給実績が 

ある区分 

昇給可能な 

区分 

昇給実績が 

ある区分 

上位、標準、下位の区分 ○ 〇 ○ ○ 

上位、標準の区分     

標準、下位の区分     

標準の区分のみ（一律）     

ロ． 人事評価を活用していない   

   活用予定時期   

＜作業＞

①

と同様に、当該地方公共

るようにしてください。

②各級の「代表的役職（最も人数が多い役職）」

（

※

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

県10級（部長）

県９級（事務局長）

県８級（所長）

県７級（課長）

県６級（副課長）

県５級（主幹）

県４級（主査）

県３級（主任）

県２級（主事）

県１級（主事）

国10級（特に重要課長）

（百円）

給

料

月

額

昇 給

令和５年４月１日時点

国９級（課長）

国８級（困難室長）

国７級（室長）

国６級（困難課長補佐）

国５級（課長補佐）

国４級（困難係長）

国３級（係長）

国２級（上級係員）

国１級（係員）

埼玉県 （R５）

国家公務員 （R５)
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４ 職員の手当の状況 

 (1) 期末手当・勤勉手当 

  

 

   

    

 

 

 

 

埼玉県 国 

１人当たり平均支給額（令和4年度決算） 

1,650 千円 
－ 

（令和４年度支給割合） 

     期末手当   勤勉手当 

     2.40 月分   2.00 月分 

     (1.35)月分  (0.95)月分 

（令和４年度支給割合） 

     期末手当    勤勉手当 

     2.40  月分   2.00 月分 

    （1.35）月分  (0.95)月分  

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

  ・役職加算   5～20％ 

  ・管理職加算 15～25％ 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

  ・役職加算    5～20％ 

  ・管理職加算  10～25％ 

  （注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

 ○勤勉手当への人事評価の活用状況（一般行政職）（埼玉県） 

令和4年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ． 人事評価を活用している ○ ○ 

 

活用している成績率 
支給可能な 

成績率 

支給実績が 

ある成績率 

支給可能な 

成績率 

支給実績が 

ある成績率 

上位、標準、下位の成績率 ○  ○ ○ 

上位、標準の成績率  ○   

標準、下位の成績率     

標準の成績率のみ（一律）     

ロ． 人事評価を活用していない   

   活用予定時期   

 

(2) 退職手当（令和5年4月1日現在） 

埼玉県 国 

 （支給率）     自己都合    勧奨・定年 

 勤続20年   19.6695 月分   24.586875月分 

 勤続25年   28.0395 月分   33.27075 月分 

 勤続35年   39.7575 月分  47.709   月分 

 最高限度   47.709  月分  47.709  月分 

 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 

           （2％～45％加算） 

１人当たりの平均支給額（自己都合）（勧奨・定年） 

（令和4年度決算）  1,902千円  21,697千円 

 （支給率）   自己都合  応募認定・定年 

 勤続20年   19.6695 月分   24.586875月分 

 勤続25年   28.0395 月分   33.27075 月分 

 勤続35年   39.7575 月分  47.709   月分 

 最高限度   47.709  月分  47.709  月分 

その他の加算措置  定年前早期退職特例措置 

            （割増率2～45％） 

 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和4年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

 



- 10 - 

(3) 地域手当（令和5年4月1日現在） 

支 給 実 績（令和４年度決算） 21,684,332 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 354,870 円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 
国の制度 

（支給率） 

和光市 8.3 ％         27 人 16 ％ 

さいたま市、蕨市、志木市 8.3 ％       4,652 人   15 ％ 

東松山市、狭山市、朝霞市、ふじみ野市 8.3 ％      399 人 12 ％ 

新座市、桶川市、富士見市、坂戸市、鶴ヶ島市 8.3 ％        213 人 10 ％ 

川越市、川口市、行田市、所沢市、飯能市、加須市、 

春日部市、羽生市、鴻巣市、深谷市、上尾市、草加市、 

越谷市、戸田市、入間市、久喜市、北本市、八潮市、 

三郷市、蓮田市、幸手市、吉川市、白岡市、伊奈町、 

三芳町、滑川町、鳩山町、宮代町、杉戸町、松伏町 

8.3 ％       2,999 人 6 ％ 

熊谷市、日高市、毛呂山町 8.3 ％ 480 人 3 ％  

秩父市、本庄市、越生町、嵐山町、小川町、川島町、 

吉見町、ときがわ町、横瀬町、皆野町、長瀞町、 

小鹿野町、東秩父村、美里町、神川町、上里町、寄居町 

8.3 ％ 537 人 0 ％ 

東京都特別区        11.3 ％ 12 人 20 ％ 

平均支給率         8.3 ％ －   10.47 ％  

  （注） 「国の制度（支給率）」の欄の平均支給率は、支給対象職員に対し国の率で支給したと仮定した場合の加重平均

の支給率です。 

 

 (4) 特殊勤務手当（令和5年4月1日現在） 

支給実績（令和４年度決算） 3,187,899千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 132,256 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度） 39.4 ％ 

手当の種類（手当数） 28 手当 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 左記職員に対する支給単価 

税務手当 
県税事務所等に 

勤務する職員 
県税の賦課徴収業務 

千円 

92,884   
月額17,000円、日額650円 

福祉保健業務手当 
福祉事務所等に 

勤務する職員 

ケースワーク等の 

相談業務等 

千円 

98,898   

月額9,700円～20,000円 

日額320円 

介助及び汚物処理 

作業手当 

病院等に勤務する 

職員 

入院患者の介助及び 

汚物処理の作業 

千円 

0   
月額8,000円、日額320円 

動物取扱手当 
保健所等に勤務する

職員 
野犬捕獲等の業務 

千円 

3,415    

日額370円～400円､ 

月額12,500円 

土木作業手当 
県土整備事務所等に

勤務する職員 

交通の頻繁な道路上で 

の測量等 

千円 

1,016  
日額340円 

消防訓練指導手当 
消防学校に勤務する

職員 

特に危険な消防訓練の 

指導業務 

千円 

237  
日額370円 
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公害調査等業務手当 
環境管理事務所等に

勤務する職員 

有毒物を発散する場所 

での調査等 

千円 

1,454  
日額370円 

し尿処理施設等 

検査手当 

環境管理事務所等に

勤務する職員 

し尿処理施設又は浄化 

槽の立入検査等 

千円 

38  
日額320円 

保安検査等業務手当 
化学保安課等に 

勤務する職員 

危険物貯蔵所の 

立入検査の業務 

千円 

83  
日額370円 

試験等業務手当 
試験研究機関等に 

勤務する職員 

人体に有害なガスの発 

生を伴う業務 

千円 

2,864  
日額300円 

放射線取扱手当 
放射線を取り扱う 

職員 

放射線照射装置を使用しての

撮影又は透視作業 

千円 

259  
日額320円 

防疫業務手当 
保健所等に勤務する

職員 
感染症の患者の救護等 

千円 

7,816  
日額320円～4,000円 

用地交渉等手当 
県土整備事務所等に

勤務する職員 
用地取得等の交渉業務 

千円 

3,573  
日額650円 

災害応急作業等手当 
県土整備事務所等に

勤務する職員 

重大な災害が発生した 

道路等での応急作業等 

千円 

96  
日額610円～730円 

特殊現場作業手当 
農林振興センター等

に勤務する職員 

高所や水中等特殊な場 

所での工事作業等 

千円 

604  
日額320円～370円 

遺体取扱手当 遺体を取り扱う職員 遺体を取り扱う作業 
円 

0  
１体800円～2,500円 

夜間看護手当 
病院に勤務する 

看護師等 
深夜の看護業務 

千円 

0  
勤務１回2,150円～7,300円 

変則勤務手当 
変則勤務課所に 

勤務する職員 
深夜の業務等 

千円 

5,244  
勤務１回410円～1,600円 

航空業務手当 
防災航空隊に勤務 

する職員 
捜索救難の業務 

千円 

5,062  
１時間1,900円 

警察業務手当 警察職員 
犯罪捜査又は被疑者逮 

捕等の業務 

千円 

1,101,012  
日額460円等 

東日本大震災対処 

業務手当 

原発敷地内等での 

業務に従事する職員 

東日本大震災に対処するた

めの原発敷地内等での業務 

千円 

3,791  
日額660円～13,300円 

原子力災害対処 

業務手当 

原発敷地内等での 

業務に従事する職員 

東日本大震災以外の原子力

災害に対処するための原発

敷地内等での業務 

円 

0 

日額40,000円を超えない範囲

内の額 

多学年学級担当手当 小中学校の教育職員 
２年以上の学年の児童等で

編成される学級での授業等 

千円 

324  
日額290円 

兼務手当 
県立高等学校の 

教育職員 

正規の勤務時間外に行 

う兼務課程の勤務 

千円 

1,292  
１時間1,200円～1,800円 

実習等指導手当 
県立学校等に勤務 

する職員 

農業実習の教育指導及び理

療・看護の教育指導 

千円 

3,018  

月額20,000円､ 

日額180円～400円 

教員特殊業務手当 教育職員 
修学旅行での児童等の 

引率等 

千円 

1,548,900  
日額900円～16,000円 

教育業務連絡指導手当 教育職員 
教務等についての連絡 

調整及び指導助言 

千円 

302,160  
日額200円 
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夜間学級担当手当 
本務として夜間学級

に勤務する職員 
夜間学級の担当等 

千円 

3,860 

月額21,000円､ 

日額730円 

 

 

(5) 時間外勤務手当 

支給実績（令和４年度決算） 12,841,894 千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 581,318 円 

支給実績（令和３年度決算） 13,190,952 千円 

職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 596,309 円 

（注）１  職員 1人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ、4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職

員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含んでいます。 

２ 夜間勤務手当を含んでいます。 

 

 

(6) その他の手当（令和5年4月1日現在） 

  

手当名 

 
内容及び支給単価 

国の制度と

の異同 

国の制度と 

異なる内容 

支給実績 

(令和４年度決算) 

支給職員1人当たり

平均支給年額 

(令和４年度決算) 

扶養手当  
扶養親族のある職員に支給 

 →配偶者6,500円、子10,000円等 
同  

千円 

5,083,994 

円 

244,894 

住居手当 
借家等居住者 

 →家賃に応じて月額最高28,000円 
同  

千円 

4,632,381 

円 

329,895 

初任給調整

手当  

大学卒業後一定期間内に採用された医師

又は歯科医師の職員に支給 

 →308,600円(又は50,800円)以内 

同  
千円 

87,559 

円 

2,575,265 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 →運賃等相当額 

  （原則として６か月定期券価額） 

異 支給上限 

千円 

6,151,094 

円 

113,434 
②交通用具（自動車等）利用者 

 →距離に応じた額 
異 支給額等 

単身赴任手

当 

単身赴任の職員に支給 

 →30,000円＋加算額 
同  

千円 

17,534 

円 

365,292 

特地勤務手

当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する職

員に支給 

 →支給率４～８％ 

同  
千円 

0 

円 

0 

へき地手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する学

校職員に支給 

 →支給率４～16％ 

同  
千円 

0 

円 

0 

休日勤務手

当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員に

支給 

 →勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同  
千円 

1,046,005 

円 

234,899 

宿日直手当 
宿直又は日直勤務をした場合に支給 

 →勤務１回につき、1,050円～31,500円 
同  

千円 

1,324,496 

円 

275,592 

管理職員特

別勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

 →勤務１回につき、2,000円～18,000円 
同  

千円 

85,923 

円 

631,787 
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夜間勤務 

手当 

午後10時から翌日の午前5時までの間（深

夜）に勤務した職員に支給 

 →勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同  
千円 

－ 

円 

－ 

管理職手当  
管理、監督の地位にある職員に支給 

 →月額25,900円～136,000円 
同  

千円 

3,198,373 

円 

814,665 

義務教育等

教員特別手

当 

義務教育諸学校等に勤務する教育職員に

支給 

 →月額2,000～8,000円 

  
千円 

2,281,285 

円 

63,846 

定時制通信

教育手当  

定時制の課程又は通信制の課程に勤務す

る教育職員に支給 

 →各級ごとに定額（月額） 

   夜間勤務１回につき730円（日額） 

  
千円 

178,096 

円 

319,168 

産業教育 

手当 

農業又は工業に関する実習を行う高等学

校の教育職員に支給 

 →各級ごとに定額（月額） 

  
千円 

217,811 

円 

362,414 

農林業普及

指導手当  

農業又は林業に関する普及指導業務を行

う職員(管理職を除く｡)に支給 

 →支給率６％ 

  
千円 

24,020 

円 

263,956 

 

（注）職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ４月１日現在における支給職員数です。 
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５ 特別職の報酬等の状況（令和5年4月1日現在） 

区    分 給  料  月  額  等 

給
料 

知     事 

副  知  事 

1,420,000 円 

1,134,000 円 

報
酬 

議     長 

副  議  長 

議     員 

1,144,000 円 

1,016,000 円 

927,000 円 

期
末
手
当 

知     事 

副  知  事 

（令和４年度支給割合） 

3.30月分 

議     長 

副  議  長 

議     員 

（令和４年度支給割合） 

3.30月分 

退
職
手
当 

 

知     事 

副  知  事 

（算定方式）           （１期の手当額）（支給時期） 

1,420,000円×12×在職年数×0.60  40,896,000円  任期ごと 

1,134,000円×12×在職年数×0.46  25,038,720円  任期ごと 

備   考  

（注） 退職手当の「１期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（4年＝48月）勤めた場合に

おける退職手当の見込額です。 
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６ 職員数の状況 

 (1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 
             （各年4月1日現在） 

               区 分 

 部 門 

職  員  数 対 前 年 

増 減 数 
主 な 増 減 理 由  

令和４年 令和５年 

普 

 

通 

 

会 

 

計 

 

部 

 

門 

一 

般 

行 

政 

部 

門 

議  会 

総  務 

税  務 

民  生 

衛  生 

商  工 

労  働 

農林水産 

土  木 

67 

1,211 

569 

1,049 

1,587 

328 

198 

903 

1,283 

67 

1,219 

568 

1,083 

1,555 

334 

200 

900 

1,274 

 

+8 

▲1 

+34 

▲32 

+6 

+2 

▲3 

▲9 

 

社会全体のＤＸ推進 

執行体制の見直し 

児童虐待防止対策の体制強化 

執行体制の見直し 

社会経済対策 

執行体制の強化 

執行体制の見直し 

執行体制の見直し 

計 7,195 7,200 +5 （参考：人口10万人当たり職員数 97人） 

教 育 部 門 41,080 41,187 +107 国の定数改善に伴う増 

警 察 部 門 12,858 12,857 ▲1 執行体制の見直し 

小  計 61,133 61,244 +111 （参考：人口10万人当たり職員数 829人） 

公
営
企
業
等 

会
計
部
門 

病   院 

水   道 

下 水 道 

そ の 他 

184 

339 

127 

109 

185 

341 

127 

105 

+1 

+2 

 

▲4 

執行体制の強化 

執行体制の強化 

 

執行体制の見直し 

小  計 759 758 ▲1  

合   計 
61,892 62,002 +110 

（参考：人口10万人当たり職員数 840人）  [63,276] [ 63,944] [ +668] 

 （注）１ 職員数は一般職に属する職員数です。 

    ２ [     ]内は、条例定数の合計です。 

    ３ 一般行政部門において、県と同等の権限を有する政令市を除いた人口10万当たりの職員数は、119人で、全国

一少ないものとなっています。 
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 (2) 年齢別職員構成の状況（令和5年4月1日現在） 

 

 

区 分 

20歳 

 

未満 

20歳 

～  

23歳 

24歳 

～  

27歳 

28歳 

～  

31歳 

32歳 

～  

35歳 

36歳 
～  

39歳 

40歳 

～  

43歳 

44歳 

～  

47歳 

48歳 

～  

51歳 

52歳 

～  

55歳 

56歳 

～  

59歳 

60歳 

 

以上 

計 

職員数 
人  

199 

人

3,003  

人

6,884 

人

7,957 

人

7,969  

人

6,773 

人

5,816 

人

4,779 

人

4,867 

人

4,757 

人  

5,228 

人

3,770  

人

62,002 

 

 (3) 職員数の推移 

（単位：人・％）     

年度 

部門別 
H30年  H31年  R2年  R3年  R4年  R5 年 

過去５年間の 

増減数（率） 

一 般 行 政 6,822 6,866 6,961 7,155 7,195 7,200 378（  5.5％） 

教 育 36,783 37,012 37,803 40,666 41,080 41,187 4,404（12.0％） 

警 察 12,828 12,878 12,860 12,860 12,858 12,857 29（  0.2％） 

普 通 会 計 計 56,433 56,756 57,624 60,681 61,133 61,244 4,811（ 8.5％） 

公営企業等会計計 2,928 2,954 2,962 769 759 758 ▲2,170（▲74.1％） 

総 合 計 59,361 59,710 60,586 61,450 61,892 62,002 2,641（4.5％） 

 （注） 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。 

 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

20歳未満 20～23 24～27 28～31 32～35 36～39 40～43 44～47 48～51 52～55 56～59 60歳以上

構成比 ５年前の構成比
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７ 公営企業職員の状況 

(1) 工業用水道事業 

 ①職員給与費の状況 

 ア 決算 

区 分 

総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

令和３年度の総費用に 

占める職員給与費比率 

令和４年度 
千円 

1,649,366 

千円 

110,072 

千円 

159,121 

％ 

9.7 

％ 

10.5 

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費22,872千円を含みません。 

    

区 分 

職員数 

 

Ａ 

給 与 費 一人当たり 

給与費 

Ｂ/Ａ 

 
(参考)都道府県平均

一人当たり給与費 給  料 職員手当 
期末･勤勉手

当  

計 

  Ｂ 

令和４年度 
人 

26 

    千円 

88,466 

    千円 

26,999 

    千円 

36,279 

    千円 

151,744 

     千円 

5,620 
 

千円 

6,326 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含みません。 

   ２ 職員数については、令和5年3月31日現在の人数です。 

   ３ 職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）を含みますが、会計年度

任用職員は含みません。    

            

 ② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和5年4月1日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

埼 玉 県      39.2 歳    349,114 円  523,821 円 

団 体 平 均      44.8 歳    342,485 円 526,014 円 

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。 

 

 ③ 職員の手当の状況 

  ア 期末手当・勤勉手当 

埼玉県 団体平均 

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,342 千円  

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,434 千円  

（令和４年度支給割合） 

 期末手当     勤勉手当 

 2.40月分     2.00月分 

（1.35月分）   （0.95月分） 

 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 

・管理職加算 15～25％ 

 

（注）（ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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 イ 退職手当（令和5年4月1日現在） 

埼玉県 団体平均 

（支給率）    自己都合   勧奨・定年 

勤続20年    19.6695月分   24.586875月分 

勤続25年    28.0395月分   33.27075 月分 

勤続35年    39.7575月分   47.709   月分 

最高限度     47.709 月分   47.709   月分 

その他の加算措置   定年前早期退職特例措置 

                  （2 ％～45 ％加算） 

１人当たりの平均支給額 （自己都合）  （勧奨・定年） 

 （令和４年度決算）    0円      0千円 

  1人当たり平均支給額 5,559 千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

 ウ 地域手当（令和5年4月1日現在） 

支給実績（令和４年度決算） 7,393 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 284,355 円 

支給対象地域 支給率 支給対象人数 一般行政職の制度（支給率） 

埼玉県内 8.3 ％ 25 人 8.3 ％ 

 

 エ 特殊勤務手当（令和5年4月1日現在） 

 

 オ 時間外勤務手当 

支給実績（令和４年度決算） 6,168 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 257 千円 

支給実績（令和３年度決算） 9,043 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 348 千円 

（注）１ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ、4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員

等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含んでいます。 

２ 休日勤務手当及び夜間勤務手当を含んでいます。 

支給総額（令和４年度決算） 2,576 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 161,010 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度） 61.5 ％ 

手当の種類（手当数） 3 手当 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（令和４年度決算） 

左記職員に 

対する支給単価 

現場業務手当 浄水場に勤務する職員 給水に関する現場業務等 
千円 

2,267 

月額13,000円 

日額650円 

用地交渉等 

業務手当 
右の業務に従事する職員 

用地取得又は損失補償の交渉

業務 

千円 

0 
日額650円 

夜間業務手当 浄水場に勤務する職員 
正規の勤務時間の一部又は 

全部が深夜に行われる業務 

千円 

309 
勤務1回1,300円 
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 カ その他の手当（令和5年4月1日現在）                                              

手当名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職 

の制度と 

異なる内容 

支給実績 

(令和４年度決算) 

支給職員１人当たり

平均支給年額 

(令和４年度決算) 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 

 →配偶者6,500円,子10,000円等 
同 

 千円 

2,573 

円 

428,966 

住居手当 
借家等居住者 

 →家賃に応じて月額最高28,000円 
同 

 千円 

2,322 

  円 

290,250 

初任給調整 

手当 

大学卒業後一定期間内に採用された 

医師又は歯科医師の職員に支給 

 →308,600円(又は50,800円)以内 

同 

 
千円 

0 

円 

0 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 →運賃等相当額 

（原則として６か月定期券価額） 

同  

千円 

3,711 

  円 

154,643 
②交通用具（自動車等）利用者 

 →距離に応じた額 
同  

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 

 →30,000円＋加算額 
同 

 千円 

0 

円 

0 

特地勤務手当 
生活の著しく不便な山間地に勤務する職員

に支給 →支給率４～８％ 
同 

 千円 

0 

円 

0 

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員に支

給 

 →勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同 

 
千円 

1,318 

円 

50,704 

宿日直手当 
宿直又は日直勤務をした場合に支給 

 →勤務１回につき、1,050円～31,500円 
同 

 千円 

0 

円 

0 

管理職員 

特別勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

 →勤務１回につき、2,000円～18,000円 
同 

 千円 

6 

円 

6,000 

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前5時までの間（深

夜）に勤務した職員に支給 

 →勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同 

 
千円 

－ 

円 

－ 

管理職手当 
管理、監督の地位にある職員に支給 

 →25,900～136,000円 
同 

 千円 

1,812 

円 

906,000 
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(2) 水道用水供給事業 
 ① 職員給与費の状況 

  ア 決算 

区 分 総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

    Ｂ／Ａ 

(参考) 

令和３年度の総費用に 

占める職員給与費比率 

令和４年度 
       千円 

45,269,694 

千円 

▲817,338 

千円 

2,257,609 

％ 

5.0 

                ％ 

5.5 

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費660,934千円を含みません。 

 

 

区 分 職員数 

 

     Ａ 

給与費 一人当たり 

給与費 

Ｂ/Ａ 

 (参考)都道府県平均

一人当たり 

給与費 

給 料 職員手当 期末･勤勉 

手当 

計 

  Ｂ 

令和４年度 
   人 

338 

    千円 

1.331,987 

    千円 

429,686 

    千円 

544,227 

    千円 

2,305,900 

       千円 

6,822 

 千円 

6,834 

（注） １ 職員手当には退職給与金を含みません。           

    ２ 職員数については、令和5年3月31日現在の人数です。 

    ３ 職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）を含みますが、会計年度

任用職員は含みません。  

 

 ② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和5年4月1日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

埼 玉 県 40.9 歳 327,510 円 527,662 円 

団 体 平 均 44.2 歳 358,409 円 568,568 円 

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。 

 

 ③ 職員の手当の状況 

  ア 期末手当・勤勉手当 

埼玉県 団体平均 

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,592 千円  

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,606 千円  

（令和３年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

 2.40月分     2.00 月分 

（1.35月分）   （0.95月分） 

 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 

・管理職加算 15～25％ 

 

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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  イ 退職手当（令和5年4月1日現在） 

埼玉県 団体平均 

（支給率）    自己都合   勧奨・定年 

勤続20年    19.6695月分   24.586875月分 

勤続25年    28.0395月分   33.27075 月分 

勤続35年    39.7575月分   47.709   月分 

最高限度    47.709 月分   47.709   月分 

その他の加算措置   定年前早期退職特例措置 

                  （2 ％～45 ％加算） 

１人当たりの平均支給額 （自己都合）    （勧奨・定年） 

 （令和４年度決算）   0千円     89,759千円 

 １人当たり平均支給額 13,145 千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

  ウ 地域手当（令和5年4月1日現在） 

支 給 実 績（令和４年度決算） 114,517 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 332,416 円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

埼玉県内 8.3 ％ 347 人 8.3 ％ 

 

  エ 特殊勤務手当（令和5年4月1日現在） 

 

  オ 時間外勤務手当                                                                    

 支給実績（令和４年度決算） 126,873千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 404 千円 

 支給実績（令和３年度決算） 113,977千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 362 千円 

（注）１ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ、4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員

等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含んでいます。 

２ 休日勤務手当及び夜間勤務手当を含んでいます。 

 支給総額（令和４年度決算）               41,699 千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算）                 169,508 円 

 職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度）                71.4 ％ 

 手当の種類（手当数） 3 手当 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

(令和４年度決算) 

左記職員に対する

支給単価 

現場業務手当 浄水場に勤務する職員 給水に関する現場業務等 
千円 

35,324 

月額13,000円 

日額650円 

用地交渉等 

業務手当 
右の業務に従事する職員 

用地取得又は損失補償の交渉

業務 

千円 

66 
日額650円 

夜間業務手当 浄水場に勤務する職員 
正規の勤務時間の一部又は 

全部が深夜に行われる業務 

千円 

6,309 
勤務1回1,300円 



- 22 - 

 

 

  カ その他の手当（令和5年4月1日現在）                                               

手当名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職 

の制度と異 

なる内容 

支給実績 

(令和４年度決算) 

支給職員1人当たり平

均支給年額 

(令和４年度決算) 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 

 →配偶者6,500円、子10,000円等 
同 

 千円 

35,071 

円 

237,771 

住居手当 
借家等居住者 

 →家賃に応じて月額最高28,000円 
同 

 千円 

30,239 

円 

339,776 

初任給調 

整手当 

大学卒業後一定期間内に採用された 

医師又は歯科医師の職員に支給 

 →308,600円(又は50,800円)以内 

同 

 
千円 

0 

円 

0 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 →運賃等相当額 

（原則として６か月定期券価額） 

同 

 

千円 

50,987 

円 

159,584 
②交通用具（自動車等）利用者 

 →距離に応じた額 
同 

 

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 

 → 30,000円＋加算額 
同 

 千円 

0 

円 

0 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務する職

員に支給 

 →支給率４～８％ 

同 

 
千円 

0 

円 

0 

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員に

支給 

 →勤務1時間当たりの給与額×135/100 

同 

 
千円 

       23,615 

円 

74,967 

宿日直手当 
宿直又は日直勤務をした場合に支給 

 →勤務１回につき、1,050円～31,500円 
同 

 千円 

0 

円 

0 

管理職員 

特別勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

 →勤務１回につき、2,000円～18,000円 
同 

 千円 

12 

円 

4,000 

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前5時までの間（深

夜）に勤務した職員に支給 

 →勤務1時間当たりの給与額×25/100 

同 

 
千円 

－ 

円 

－ 

管理職手当 
管理、監督の地位にある職員に支給 

 →月額25,900～136,000円 
同 

 千円 

30,580 

円 

1,002,630 
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(3) 地域整備事業 
 ① 職員給与費の状況 

 ア 決算 

区 分 

総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

令和３年度の総費用に 

占める職員給与費比率 

令和４年度 
千円 

11,878,948 

千円 

3,547,881 

千円 

209,060 

％ 

1.8 

％ 

4.1 

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費217,018千円を含みません。 

 

区 分 

職員数 

 

Ａ 

給     与     費 一人当たり 

給与費 

Ｂ/Ａ 

 
(参考)都道府県平均 

一人当たり給与費 給 料 職員手当 
期末･勤勉 

手当 

計 

Ｂ 

令和４年度 
   人 

47 

    千円 

186,823 

    千円 

55,888 

    千円 

78,393 

 千円 

321,104 

   千円 

6,832 

 観光施設事業：6,918千円 

 宅地造成事業：6,800千円 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含みません。           

   ２ 職員数については、令和5年3月31日現在の人数です。 

   ３ 職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）を含みますが、会計年度

任用職員は含みません。   

  

 ② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和5年4月1日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

埼 玉 県      41.5 歳 366,186 円 570,860 円 

団 体 平 均 

観光施設事業      45.0 歳 381,530 円 593,675 円 

宅地造成事業      46.3 歳 361,344 円 564,738 円 

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。 

 

③ 職員の手当の状況 

  ア 期末手当・勤勉手当 

埼玉県 団体平均 

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,618 千円  

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

1,414 千円（観光施設事業） 

1,632 千円（宅地造成事業） 

（令和４年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

 2.40月分     2.00 月分 

（1.35月分）   （0.95月分） 

 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 

・管理職加算 15～25％ 

 

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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  イ 退職手当（令和5年4月1日現在） 

埼玉県 団体平均 

（支給率）    自己都合   勧奨・定年 

勤続20年    19.6695月分   24.586875月分 

勤続25年    28.0395月分   33.27075 月分 

勤続35年    39.7575月分   47.709   月分 

最高限度    47.709 月分   47.709   月分 

その他の加算措置   定年前早期退職特例措置 

                 （2 ％～45 ％加算） 

１人当たりの平均支給額 （自己都合）（勧奨・定年） 

 （令和４年度決算）   646円    0千円 

 1人当たり平均支給額  9,467千円（観光施設事業） 

 8,988千円（宅地造成事業） 

 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

  ウ 地域手当（令和5年4月1日現在） 

支給実績（令和４年度決算）          16,293 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算）                332,506 円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

埼玉県内 8.3 ％ 48 人 8.3 ％ 

 

  エ 特殊勤務手当（令和5年4月1日現在） 

  

 支給総額（令和４年度決算） 1,314 千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 52,556  円 

 職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度） 51.0 ％ 

 手当の種類（手当数） 2 手当 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（令和４年度決算） 

左記職員に対する

支給単価 

現場業務手当 
地域整備事務所に勤務する職

員 

団地造成又は地域振興施設整

備に関する現場業務等 

千円 

 1,301 

 月額7,800円 

 日額650円 

用地交渉等 

業務手当 
右の業務に従事する職員 

用地取得又は損失補償の交渉

業務 

千円 

13 
 日額650円 
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  オ 時間外勤務手当   

支給実績（令和４年度決算） 14,936 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 347 千円 

支給実績（令和３年度決算） 16,153 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 367 千円 

（注）１ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ、4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員

等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含んでいます。 

   ２ 休日勤務手当及び夜間勤務手当を含んでいます。  

 

  カ その他の手当（令和5年4月1日現在） 

手当名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職 

の制度と異 

なる内容 

支給実績 

(令和４年度決算) 

支給職員1人当た

り平均支給年額

(令和４年度決算) 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 

 →配偶者6,500円,子10,000円等 
同 

 千円 

4,964 

円 

310,250 

住居手当 
借家等居住者 

 →家賃に応じて月額最高28,000円 
同 

 千円 

4,388 

円 

337,538 

初任給 

調整手当 

大学卒業後一定期間内に採用された医師

又は歯科医師の職員に支給 

 →308,600円(又は50,800円)以内 

同 

 
千円 

0 

円 

0 

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 →運賃等相当額 

（原則として６か月定期券価額） 

同 

 

千円 

7,524 

円 

171,009 
②交通用具（自動車等）利用者 

 →距離に応じた額 
同 

 

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 

 → 30,000円＋加算額 
同 

 千円 

0 

円 

0 

特地勤務手当 

生活の著しく不便な山間地に勤務 

する職員に支給 

 →支給率４～８％ 

同 

 
千円 

0 

円 

0 

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた 

職員に支給  

 →勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同 

 
千円 

     156 

円 

3,623 

宿日直手当 
宿直又は日直勤務をした場合に支給 

 →勤務１回につき、1,050円～31,500円 
同 

 千円 

0 

円 

0 

管理職員 

特別勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

 →勤務１回につき、2,000円～18,000円 
同 

 千円 

32 

円 

8,000 

夜間勤務手当 

午後10から翌日の午前5時までの間 

（深夜）に勤務した職員に支給 

 →勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同 

 
千円 

－ 

円 

－ 

管理職手当 
管理、監督の地位にある職員に支給 

 →25,900～136,000円 
同 

 千円 

6,269 

円 

1,044,863 
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(4) 流域下水道事業 

 ① 職員給与費の状況 

  ア 決算 

区 分 総費用 

 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

職員給与費 

 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

    Ｂ／Ａ 

  (参考) 

令和３年度の総費用に 

占める職員給与費比率 

令和４年度 
千円 

51,035,853 

千円 

△2,515,749 

千円 

729,139 

％ 

1.4 

％ 

1.3 

（注） 資本勘定支弁職員に係る職員給与費500,952千円を含みません。 

     

区 分 

職員数 

 

     Ａ 

給     与     費 一人当たり 

給与費 

Ｂ/Ａ 

 
(参考)都道府県平均

一人当たり給与費 
給  料 職員手当 期末･勤勉手当 計 

  Ｂ 

令和４年度 
   人 

127 

    千円 

501,342 

    千円 

142,585 

    千円 

200,041 

    千円 

843,968 

千円 

6,645 

 千円 

6,585 

（注） １ 職員手当には退職給与金を含みません。           

    ２ 職員数については、令和5年3月31日現在の人数です。 

    ３ 職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員及び再任用職員（短時間勤務）を含みますが、会計年

度任用職員は含みません。   

      

 ② 職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和5年4月1日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

埼 玉 県 43.0 歳 372,895 円 571,730 円 

団 体 平 均 43.8 歳 360,719 円 542,953 円 

（注）平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。 

 

③ 職員の手当の状況 

 ア 期末手当・勤勉手当 

埼玉県 団体平均 

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,696 千円  

 １人当たり平均支給額（令和４年度） 

 1,399千円  

（令和４年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

 2.40月分     2.00 月分 

（1.35月分）   （0.95月分） 

 

（加算措置の状況） 

 職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算   5～20％ 

・管理職加算 15～25％ 

 

（注）(  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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 イ 退職手当（令和5年4月1日現在） 

埼玉県 団体平均 

（支給率）    自己都合   勧奨・定年 

勤続20年    19.6695月分   24.586875月分 

勤続25年    28.0395月分   33.27075 月分 

勤続35年    39.7575月分   47.709   月分 

最高限度    47.709 月分   47.709   月分 

その他の加算措置   定年前早期退職特例措置 

                  （2 ％～45 ％加算） 

１人当たりの平均支給額 （自己都合）（勧奨・定年） 

 （令和４年度決算）   0千円     0千円 

 1人当たり平均支給額 9,884 千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

 

 ウ 地域手当（令和5年4月1日現在） 

支 給 実 績（令和４年度決算） 44,537 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算）  356,294 円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

埼玉県内 8.3 ％ 125 人 8.3 ％ 

 

 エ 特殊勤務手当（令和5年4月1日現在） 

 

支給総額（令和４年度決算） 10 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 832 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和４年度） 11.2 ％ 

手当の種類（手当数） 5 手当 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（令和4年度決算） 

左記職員に対する支

給単価 

土木作業手当 下水道事務所に勤務する職員 
交通の頻繁な道路上での 

測量等 

千円 

6 
 日額340円 

下水道施設検査 

手当 
下水道事務所に勤務する職員 

下水道の管渠及びマン 

ホール内で行う調査等 

千円 

3 
 日額320円 

用地交渉等手当 下水道事務所に勤務する職員 用地取得等の交渉業務 
千円 

1 
 日額650円 

特殊現場作業 

手当 
下水道事務所に勤務する職員 

高所等特殊な場所での 

工事作業等 

千円 

0 
 日額370円 

災害応急作業等 

手当 
下水道事務所に勤務する職員 

重大な災害が発生した下

水道施設での応急作業等 

千円 

0 
 日額 610 円～730 円 
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 オ 時間外勤務手当   

 支給実績（令和４年度決算） 44,341 千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和４年度決算） 477 千円 

 支給実績（令和３年度決算） 42,166 千円 

 支給職員１人当たり平均支給年額（令和３年度決算） 458 千円 

（注）１ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、それぞれ、4月1日現在の総職員数（管理職員、教育職員

等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含んでいます。 

２ 休日勤務手当を含んでいます。 

 

 カ その他の手当（令和5年4月1日現在）                                               

手 当 名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職の

制度と 

異なる内容 

支給実績 

(令和4年度決算) 

支給職員1人当たり

平均支給年額 

(令和4年度決算) 

扶養手当 
扶養親族のある職員に支給 

 →配偶者6,500円,子10,000円等 
同 

 千円 

14,784  

円 

268,794  

住居手当 
①借家等居住者  

 →家賃に応じ月額最高28,000円 
同 

 千円 

9,142 

円 

397,474  

初任給調整 

手当 

大学卒業後一定期間内に採用された 

医師又は歯科医師の職員に支給 

 →308,600円(又は50,800円)以内 

同 

 
千円 

0  

円 

0  

通勤手当 

①交通機関（電車等）利用者 

 →運賃等相当額 

（原則として６か月定期券価額） 

同 

 

千円 

15,455 

円 

147,187  
②交通用具（自動車等）利用者 

 →距離に応じた額 
同 

 

単身赴任手当 
単身赴任の職員に支給 

 →30,000円＋加算額 
同 

 千円 

0  

円 

0  

休日勤務手当 

祝日等において勤務を命ぜられた職員に

支給 

 →勤務１時間当たりの給与額×135/100 

同 

 
千円 

54 

円 

13,441 

管理職員 

特別勤務手当 

管理職が祝日等に勤務した場合に支給 

 →勤務１回につき、2,000～18,000円 
同 

 千円 

63  

円 

4,500  

夜間勤務手当 

午後10時から翌日の午前5時までの間（深夜）

に勤務した職員に支給 

→勤務１時間当たりの給与額×25/100 

同 

 
      千円 

     １ 

       円 

     357 

管理職手当 
管理、監督の地位にある職員に支給 

 →57,800円～136,000円 
同 

 千円 

14,479  

円 

 1,034,229  

 

 

 


